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光質制御による
ワケギの夏季安定
生産技術の確立

研究目標

◆りん茎の肥大抑制のための光質制御技術と土壌水分管理技術の確立

葉身が伸長停止
りん茎が肥大

商品性の低下 光質制御
灌水制御

葉身の伸長促進
りん茎肥大の抑制

商品性の向上

〔現状〕

生産が不安定
日長制御
光質制御
温度制御

≫ 種球のりん茎の肥大，
充実促進

≫ 植え付け後の発芽，生
育の安定化

生産の安定化

背景

≫広島県のワケギ生産量は全国一

（栽培面積106ha､生産量2800t、

生産額12億円､大阪市場の90％）

≫休眠打破技術により周年出荷が可能

≫夏季の品質低下と生産量が少ない

≫ 種球のりん茎の肥大不足
≫ 植え付け後の発芽，生育の不揃い

初夏どり栽培に間に合わす
ために，充実不足の種球を
掘り取り，植え付け

◆良質な種球を生産するための日長・光質制御と温度管理技術の確立

これまでの成果：紫外線並びに遠赤色光の除去により，りん茎の肥大が
抑制されることを明らかにした (H14,15）

これまでの成果：白熱電球を用い，畝面のPPFDを2.0～2.7μmol/㎡/sにす
ることにより，りん茎の肥大指数が3.2に達することを
明らかにした (H15）

良質種球

初夏どり用の良質種球生産技術

夏季出荷のための安定化技術

〔研究開発〕

〔現状〕 〔研究開発〕


